私が育てたい英語教員像 : 英語技能のプラクティショナーのロール・モデルとして by 大喜多 喜夫 & Yoshio Okita











































































































































































voiceless/s/と palatal fricative voiceless/ʃ/とを区別で
きるものが少ない。模擬授業を Stand up ! で始めるのは
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充てている。その13回のシリーズで取り扱う内容のタイ
トルは、次の通りである。
#1 the Great Vowel Shift,
#2 consonants and vowels,
#3 voiced and voiceless sounds,
#4 stop voiceless sounds and allophones,
#5 flapping,
#6 labiodental and interdental fricatives,
#7 labiodental and interdental fricatives :
with tongue twisters,
#8 alveolar fricatives and palatal fricatives,
#9 palatal fricatives and affricates,/r/ and /l/,
#10 light /l/ and dark [ɫ], /r/ and /w/, GREEN
house or green HOUSE,
#11 assimilation : nasal sounds,
#12 linking : consonant + vowel,









#1 the Great Vowel Shift
概要：英語を母語とする人々の間でも、母音について
は違った英語が聞かれるのはどうしてか。これを the
Great Vowel Shift から説明する。
内容：母音については歴史的に発音方法が、一定の
ルールに従って移り変わってきたという事実がある。こ
れを the Great Vowel Shift（GVS：大母音移動と訳され
る場合が多い）というが、14,5世紀から18世紀にかけて
イギリスで起きたとされるものである。例えば name
/neim/ は、Chaucer (1340? -1400）は /na :mə/ と、









ている General American English (GAE) とイギリスで





































































#3 voiced and voiceless sounds
概要：voiced と voiceless の違いは何か。










この voiced と voiceless の違いは、ほとんどの教科書
で教材化され学習内容となっている。
#4 stop voiceless sounds and allophones
概要：stop voiceless に共通する異音とは何か。
内容：英語の音声体系で stop voiceless としては、
/p/ /t/ /k/のつがあるが、これらにはそれぞれつ







て、pen や upon を発音するとこの紙は大きく揺れる。
あるいは口の前に置いたローソクの炎が消える。同じこ




















この stop voiceless の allophone については、かなり
の教科書で取り扱われている。
#5 flapping
概要：alveolar stop voiceless の flapping はどのよう
な時に起こるのか。















Let it go ! を歌う場面を、歌詞とともに紹介する。Let it
go ! の Let の/t/は母音で挟まれており、let の/e/にスト
レスがあるので、弾音化の現象が起っているのが分か
る。
#6 labiodental fricatives /f/ /v/ and interdental
fricatives/Ө/ /ð/




















#7 labiodental fricatives /f/ /v/ and interdental
fricatives /Ө/ /ð/with tongue twisters
概要：早口言葉で/f/ /v/ /Ө/ /ð/の音を正しく出すた
めのトレーニングについて。


















#8 alveolar fricatives /s/ /z/ and palatal fricatives /ʃ/
/ʒ/
概要：/s/ /z/ /ʃ/ /ʒ/の音を作り出すメカニズムとこ
れらの音を正しく出すための練習方法について。









sells seashells by the seashore. という早口言葉が従来か
ら使用されてきた。













内容：本来の英語では alveolar fricatives /s/ /z/ あ
るいは alveolar stops /t/ /d/で発音されるべきところ、
誤って affricates /tʃ/ /dʒ/ で発音される場合がある。
これらは外来語として英語から日本になった単語に多く
見られる。例えば、ticket /tikət/や team /ti :m/が、そ
れぞれ/tʃikət/ や /tʃi :m/と誤って発音されたり、music

















#10 light /l/ and dark [ɫ], /r/ and /w/, GREEN house
or green HOUSE
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内容：/l/には light /l/ dark [ɫ]の
つの allophone が
あることが知られている。/l/が語頭あるいは語中に位































on the face.” あるいは “We put it on fruit.” という指示

















































例えば、I live in Tokyo. の in は/in/ となるが、I live
in Bombay. の in は/im/と発音されるのが自然である。
これは Bombayは bilabialの/b/ で始まるからである。
I live in Korea. では in は/iŋ/となる。後に来る Korea
は velar で始まるからである。
























Q R S T U V W X Y Z ...
A B C D E F G H I K






勉強するために歌われているので）LM N O Pは、それ
ぞれ /el/ /em/ /en/ /ou/ /pi :/と区切って歌われる。
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